
記　事

ＡＲＴ　ＳＰＡＣＥ　ＣＲＥＡＴＩＯＮ

図面名称

ＴＥＬ０９７９－８２－５５５４本社〒８２８－００２１福岡県豊前市大字八屋１６４８－１１

一級建築士　第１２６８７４号　　田中　孝秀

ＳＣＡＬＥ 図面番号工事名 図面リスト Ａ－００文化会館舞台音響設備更新工事

作図年月　令和７年２月

Ａ１＝Ｎ．Ｓ　Ａ３＝Ｎ．Ｓ

文化会館舞台音響設備更新工事

Ａ－０１

Ａ－０２

Ａ－０３

Ａ－００

Ａ－０４

Ａ－０５

Ａ－０６

Ａ－０７

Ａ－０８

Ａ－０９

Ａ－１０

縮尺
A1：N.S

図面名称図面番号

図面リスト

特記仕様書

機器構成表（１）

音響設備仕様書

システム系統図

機器姿図（２）

１階平面配線図

機器姿図（１）

２階平面配線図

３階平面配線図

A3：N.S

A3：1/200
A1：1/100

A3：1/200
A1：1/100

A3：1/200
A1：1/100

A3：N.S
A1：N.S

A3：N.S
A1：N.S

A3：N.S
A1：N.S

A3：N.S
A1：N.S

A3：N.S
A1：N.S

A3：N.S
A1：N.S

A3：N.S
A1：N.S

機器構成表（２）

３階平面撤去図

２階平面撤去図

１階平面撤去図
A3：1/200
A1：1/100

A1：1/100
A3：1/200
A1：1/100
A3：1/200

Ａ－１３

Ａ－１２

Ａ－１１

Ａ－１４

機器姿図（３）
A3：N.S
A1：N.S



・　廃蛍光灯および廃水銀灯は、水銀使用製品産業廃棄物として処理すること。

１６．

　（３）「建築工事標準詳細図（建築工事編　令和4年版）」　国土交通省大臣官房官庁営繕部整備課監修

年度内に最新版が発行された場合は、最新版に準じる。
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工 事

工事

一式 一式 一式

一式 一式 一式

建　　物  　別 工　　　　　　　事　　　　　　　種　　　　　　　別

屋　　　外 備　　　考

本工事は、以下の工事を含む。（詳細は、図面参照のこと）

工　　事　　名　　称

工　　事　　概　　要

建　　　　物　　　　名　　　　称 構　　　　造 階　　　数 延面積（ ㎡ ） 防火対象物の種別 備　　  考

・ 電　　灯　　設　　備

・ 動　　力　　設　　備

・ 避　　雷　　設　　備

・ 受　 変 　電 　設 　備

・ 静　止　形　電　源　設　備

・ 発　　電　　設　　備

・ 構内情報通信網設備

・ 構　内　交　換　設　備

・ 情　報　表　示　設　備

・ 映 像 ・ 音 響 設 備

・ 拡　　声　　設　　備

・ 誘　導　支　援　設　備

・ 呼　 出 　し 　設 　備

・ テ レ ビ 共 同 受 信 設 備

・ 防　　犯　　設　　備

・ 中 央 監 視 制 御 設 備

・ 遠　隔　量　水　器　設　備

・ 構　内　通　信　線　路

・

・ 構　内　配　電　線　路

一式

・ 太　陽　光　発　電　設　備

・ デマンド監視・制御設備

・ 自 動 火 災 報 知 設 備

設
　
計
　
書

特　記　仕　様　書

氏　　　名

設　計　者

事業所名

及び所在地

印

1級建築士登録第　　　　　　　　　号　建築設備士第　　　　　　　　　号

図

番

電　気　設　備　工　事　特　記　仕　様　書

・

工事名称

工事場所

・

工　事　種　目

．

．

１．総合発注の有無

２．工　事　場　所

３．建　物　概　要

４．工　事　種　目　　（ ○印を付けたものを適用する ）

　（１）項目は、○印のついたものを適用する。

　（２）特記事項のうち選択する事項は、○印のついたものを適用する。

項　　　　　　目 特　　　　　　　記　　　　　　　事　　　　　　　項

この工事に使用する機材は、監督職員の承諾を受ける。機　　　　　　材１．

３　特　記　仕　様

また、電線相互の接近により誘導障害が生じるおそれがある場合は、多条敷設は行わないこと。

る技術基準を定める省令」における関連事項に適合した資材の使用、及び施工を行うこと。

接　 地 　の 　種 　別 記　　 号 接地抵抗値 接　　  地　　  極

Ω以下

Ω以下

１０Ω以下

Ω以下

１０Ω以下

１００Ω以下

１０Ω以下

１０Ω以下

１０Ω以下

１０Ω以下

１０Ω以下

１００Ω以下

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

共　　　　　　　　同

共　　　　　　　　同

Ａ　　　　　　　　種

Ｂ　　　　　　　　種

Ｃ　　　　　　　　種

Ｄ　　　　　　　　種

避　　雷　　設　　備

高   圧   避   雷   器

低   圧   避   雷   器

交　　換　　機　　用

通　　　 信　 　　用

通　　　 信　 　　用

測　　　 定　 　　用

Ｅ A･C･D

ＥA･D

Ｅ A

Ｅ B

CＥ

Ｅ D

ＥL

Ｅ LH

Ｅ LL

Ｅ t

Ｅ At

Ｅ Ct

Ｅ O

接　　地　　極 接地極の材料は下表による。接地極の近くに接地極埋設標９０×１４０×１．５ｔ（黄銅製・刻印）

を設置すること。なお、接地棒 EB（１４）φ の長さは１,５００ｍｍ以上とし、１０φ・１４φは、

Ｗ＝４０として差し支えない。

避雷設備の接地抵抗値は、総合抵抗とする。

本工事における構内交換設備の工事範囲は、以下のとおりとする。

・ 構内交換装置           　　・ 電話機取付け　 （　　　台 ）

・ 配管配線まで本工事         ・ 配管のみ本工事　　　　　　　　・ 配線のみ本工事

工　 事 　範 　囲

構 内 交 換 設 備

電話機１台につき次のものを見込む。

・ TIVF(TIVE)    0.65-2C　　　　　ｍ ・ EM-TIEF(TIEE)    0.65-2C　　　　　ｍ

・ EBT　　　　　 0.4-2P　　 　　　ｍ ・ EM-BTIEE 　　　　0.4-2P 　　　　　ｍ

･ ２号ワイヤプロテクタ　　　　　　ｍ

電 話 機 へ の 配 線

本工事における構内情報通信網設備の工事範囲は、以下のとおりとする。

・ 構内情報通信網装置　 　・ ネットワーク管理装置　 　・ 配管配線まで本工事

・ 配管のみ本工事

工　 事　 範　 囲

構内情報通信網設備

拡声設備において、増幅器などの入出力路と配線との接続は、コネクタなどを取付けて行う

自動火災報知設備において、感知器が作動した場合に受信機及び連動制御機と連動して空調

こと。

機並びに送排風機を停止させる。

インターロック

ガス漏れ警報装置

受　　　信　　　機

ガス漏れ警報装置

検　　　知　　　器

防犯設備工事範囲 ・ 配管のみ本工事     　　・ 機器取付調整まで本工事

・ 液化石油ガス用     　　・ 都市ガス用

・ 単  独  　（ ・ 自立形　   ・ 壁掛形　）

機器と配線の接続

LANケーブルの色

発電機回路に接続されるコンセントは、回路種別が識別できるものとする。発電機回路コンセント

躯体貫通場所 躯体貫通箇所においては探査機を使用し、コンクリート内配筋を避け貫通すること。

多条敷設により埋設管同士を密着させる場合は、「JIS C 3653（附属書含む）」及び「電気設備に関す

　強電配線・弱電配線・その他配管等について、定められた離隔を考慮すること。

ＥＢ（１０）φ × 1（L=1,500mm）

ＥＢ（１０）φ × 1（L=1,500mm）

蓋中央部に市章を刻印すること。また、用途別に「高圧」「電気」「弱電」の刻印をすること。

100mm

70mm

50mm

（左右・上下）
間隔（ｂ）

２００ 〃

１５０ 〃

５０以下

呼び径

埋設管の

０．５ｍ

０．３ｍ

根切り深さ
1.5m以上１以上1.5m未満

根切り深さ

０．５ｍ

０．４ｍ０．２ｍ

０．５ｍ地 下 埋 設 物

地 中 電 線 管 類

１m未満

　ゆとり幅（ａ）及び埋設管相互の間隔（ｂ）は、下表を参照のこと。

ゆとり幅（ａ）
根切り深さ

・床堀幅は、埋設管類などの外径（底面）の寸法にゆとり幅×2を加えたものとする。

　法付工法の法幅は、根切り深さに0.3を乗じたものとする。

・根切り深さが1.5m未満の場合は直堀工法とし、1.5m以上の場合には法付工法とする。

良質土（山砂など）

間隔(b)

法 幅

ゆとり幅(ａ) 間隔(b)

５０ｍｍ

５０ｍｍ

地中線埋設シート

３００ｍｍ

６００ｍｍ

＋ＧＬ

掘削土埋戻し

（ＧＬ－６００の場合）

地 中 埋 設 配 管

ハンドホール蓋

マンホール

告書」（共に添付書類を含む）を提出すること。

工事に際しては、工事着手時に「建設副産物処理計画書」、工事竣工時に「建設副産物処理結果報

か、建設副産物適正処理推進要綱に従い、指定された方法により適正に処理を行うこと。

」・「廃棄物の処理及び清掃に関する法律」及び建設廃棄物処理指針その他関係諸法令等によるほ

また、「再生資源の利用の促進に関する法律」・「建設工事に係る資材の再資源化等に関する法律

現場内で発生する建設副産物の処理については、現場内において発生する品目ごとに分別保管場所

生抑制・再利用・適正処理を推進する。

資源の有効利用・環境負荷の低減等を図り、「資源循環型社会」を構築するため、建設副産物の発建築副産物の処理について

そ　　　の　　　他

・木　　　 く 　　　ず

・汚　　　 　 　　　泥

指定副産物（原則として、再資源化施設へ持込むもの） その他の副産物

・廃　プ　ラ　ス　チ　ッ　ク

・ガラス・陶磁器くず

・廃 石 こ う ボ ー ド

・金　　属　　く　　ず

・繊　　維　　く　　ず

・が　　れ　　き　　類

（コンクリート塊）

（アスファルト コンクリート塊）

・建  設  発  生  土

・廃　　石　　綿　　等

「電気事業法：電気関係報告規則」及び「ポリ塩化ビフェニル廃棄物の適正な処理の推進に関す

管理者に引き渡すこと。

る特別措置法」に従い、報告書の作成・届出を行うとともに、適切に保管できるようにして施設

「建築物の解体等に係る石綿飛散防止対策マニュアル」（環境省大気保全局）に従い、収集・運

搬・処分を行うこと。

・廃　　Ｐ　　Ｃ　　Ｂ　　等

特別管理産業廃棄物

プルボックス 屋外に設置するものには、事前に水抜き穴を設けること。

を設置し集積すること。

ＥＢ（　　）φ × 1（L=1,500mm）

工　　事　　仕　　様．

１　適用仕様等

　図面及び特記仕様に記載されていない事項は、以下の仕様書による。

年度内に最新版が発行された場合は、最新版に準じる。

　適用仕様等、図面及び特記仕様に記載されていない事項は、以下の基準、指針、要領、標準図等による。

２　補足基準等

　（11）「建築物解体等に係るアスベスト飛散防止対策マニュアル」　環境省大気保全局（環境省アスベスト飛散防止対策研究会）

　（10）「建設廃棄物処理指針」　厚生労働省生活衛生局

　（９）「建築工事安全施工技術指針・同解説」　国土交通省大臣官房官庁営繕部整備課監修

ただし、改定内容で発注仕様の変更又は工事価格の変更が生じる場合は、筑紫野市担当者と協議すること。

ただし、改定内容で発注仕様の変更、又は工事価格の変更が生じる場合は、筑紫野市担当者と協議すること。

　（８）「建築設備耐震設計・施工指針（2014年版）」　独立行政法人　建築研究所監修

・ 幹線LAN：赤色　・認証ネットワーク：指定なし　・その他：用途別色分け

「再生資源利用計画書」の作成

「建設副産物の処理結果報告書」の作成

「建設副産物の処置計画書」の作成

　分別保管場所からの積込み・運搬・処分

　現場内分別保管場所までの運搬

　現場内分別保管場所の設置

　現場内における分別　　

処　　　　理　　　　内　　　　容 備　　　　　考

「再生資源利用実施書」の作成

下請工事の場合は不要

下請工事の場合は不要

下請工事の場合は不要

下請工事の場合は不要

建築副産物の処理内容

※ 参考受入場所は、現場説明書による。

　　　　年 　　月

　（１）「公共建築工事標準仕様書（電気設備工事編　令和4年版）」　国土交通省大臣官房官庁営繕部監修

　（２）「公共建築工事標準仕様書（機械設備工事編　令和4年版）」　国土交通省大臣官房官庁営繕部監修

　（３）「公共建築工事標準仕様書（建築工事編　令和4年版）」　国土交通省大臣官房官庁営繕部監修

　（４）「公共建築改修工事標準仕様書（電気設備工事編　令和4年版）」　国土交通省大臣官房官庁営繕部監修

　（５）「公共建築改修工事標準仕様書（機械設備工事編　令和4年版）」　国土交通省大臣官房官庁営繕部監修

　（６）「公共建築改修工事標準仕様書（建築工事編　令和4年版）」　国土交通省大臣官房官庁営繕部監修

　（１）「公共建築改修工事標準仕様書（建築工事編　令和4年版）」　国土交通省大臣官房官庁営繕部監修

　（２）「公共建築設備工事標準図（機械設備工事編　令和4年版）」　国土交通省大臣官房官庁営繕部設備・環境課監修

　（４）「電気設備工事監理指針（令和4年版）」　国土交通省大臣官房官庁営繕部監修

　（５）「機械設備工事監理指針（令和4年版）」　国土交通省大臣官房官庁営繕部監修

　（６）「建築工事監理指針（令和4年版）」　国土交通省大臣官房官庁営繕部監修

　（７）「建築改修工事監理指針（令和4年版）」　国土交通省大臣官房官庁営繕部監修

通信用（矢指色：黄色） ・ 樹脂製 ・ コンクリート製 ・ 鉄製

電力用（矢指色：赤色）
・ 樹脂製 ・ コンクリート製 ・ 鉄製

（２）耐震安全性の分類 （・特定の施設　　　・一般の施設）

（　）書きの数値は防振支持の機器の場合に適用する。

0.6

1.0

0.6

0.4
(0.6)

0.6

(1.0)(1.0)
1.0

(1.0)

(1.0)

(1.5)

(1.5)
1.0

(2.0)

1.5

(1.5)

1.0

(2.0)

1.5

(1.5)
1.5

(2.0)

2.0

中　間　階

地階及び１階

屋上及び塔屋

上 層 階、

設 置 場 所

重要機器 一般機器重要機器一般機器

特定の施設

耐震安全性の分類

機器毎の耐震安全性の分類及び設置場所により以下表より求める。

一般の施設

（１）設計用標準震度（Ks）

なお、材料及び製品については、地域産材の使用に努めること。

また、機材の選定に当たっては、グリーン購入法に適合したものを優先すること。

・ 一般用電気工作物 ・ 事業用電気工作物電　気　工　作　物２．

電気工作物に係る工事においては、電気保安技術者を置くものとする。電　気　保　安　技　術　者

・ 第１種電気工事士　 　         ・ 第２種電気工事士(もしくは上位資格)工事に必要な資格

３．

４．
(建設業法に関することを除く)

・ 消防設備士甲種　　類　          ・ あと施工アンカー第　　種施工士(もしくは上位資格)

この工事に必要な官公署その他の関係機関への諸手続等は、これに必要な資機材、労務、

及び費用を請負者の負担にて速やかにおこない、その検査に合格すること。

6．

本工事に必要な工事用電力（仮設電力及び試運転調整用電力等を含む）・水及び諸手続等

の費用は、すべて請負者の負担とする。

総合仮設計画

足場　・　構台

仮囲い等危険防止措置

監督員事務所

工事表示板等

工事車両の出入り口

監督員の指示による。

その他

工事用電力・水

工事用車両の出入口では、一般通行人及び一般車両の安全確保に努めること

・ 構外搬出適切処理

・　要する　　　　　・　要しない

・　他工事　　　　　・　本工事(詳細図による。）

官公庁その他への手続き５．

８．

９．

１０．

７．

１１．

１２．

残　　土　　処　　分 ・ 構内指示の場所に敷均し ・ 構内指示の場所に堆積

・ 施工区分表による ・ 図面詳細による他工事との取合い

１３．

１４．

但し、絶縁劣化等再使用に耐えない場合は、監督職員に報告すること。

取外し再使用機器は、原則として清掃並びに絶縁抵抗測定を取外し前後で行った後、取り付けること。

設備機器の固定は、すべて「建築設備耐震設計・施工指針」（２０１４年版）によるものとする。

１５．

（３）地域係数（Z） 地域係数（Z）は、1.0とする。

合成樹脂製可とう 環境対応型合成樹脂製可とう管（ＰＦ管）の一重管とする。なお、打込配管として使用する場合、
電　　 線　　 管

１７．

原則として呼び径を22までとする。

また鉄筋等への結束には樹脂被覆を施したバインド線を用いること。

プレートの材質１８． ・ 金属製（防水形配線器具を除く）　　 　・ 樹脂製

フロアプレート１９． ベースは、水平高低調整付（空転防止リング付）とする。　　・ 砲金製　　・ アルミ製

ハイテンション ・ 上下動形　 　・ 外部固定形　 　・ 内部固定形

露出配管等の塗装 屋内においては特記がなければ、F☆☆☆☆製品とし、屋外においても低VOC塗料の使用に努めること。

呼　　び　　線

表　　　　　示

長さ　１ｍ　以上の入線しない電線管には電線太さ　１．２ｍｍ　以上の樹脂被覆鉄線を挿入する。

スイッチ・コンセント及びプルボックスで用途の判別し難いものは、表示する。

地下埋設の線路には、標識シートを２倍長以上重ね合わせて布設するものとする。

２７．

２８．

２９．

３０．

３１．

３２．

３３．

３４．

３５．

３６．

３７．

３８．

３９．

４０．

４１．

４２．

　・　他工事　　　　　・　本工事(詳細図による。）

地中線埋設シート

地　中　埋　設　標

２０．

２１．

２２．

２３．

２４．

２５．

２６．

再　使　用　機　器

耐　震　施　工

・設けない　　　・設ける（　10㎡程度）　備品については監督員の指示による。

交通誘導員　　・配置する(　　　名以上)　　　　・　配置しない

　（７）「公共住宅建設工事共通仕様書（令和4年版）」　国土交通省住宅局住宅総合整備課監修

・ 特種電気工事資格者(非常用予備発電装置)　          ・ 工事担任者　

・　停電を伴う工事は、施設管理者と事前協議を十分した上で実施すること。

・　施工の際は、分電盤対象回路を遮断すること。

・　建築足場等により、自動点滅器が影に入る場合は、必要に応じて仮設措置を行うこと。

福岡県豊前市大字八屋１６４８－１１
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・　既存流用配線は、絶縁測定を行い絶縁性能確認の上接続すること。

・　高所に取付する機器は落下防止ワイヤーを設置すること。
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ＳＣＡＬＥ 図面番号工事名 音響設備仕様書 Ａ－０２文化会館舞台音響設備更新工事 Ａ１＝Ｎ．Ｓ　Ａ３＝Ｎ．Ｓ

作図年月　令和７年２月

図面名称

電気音響特性の測定５．

２）既設利用のコネクター類に接触不良等、不都合がある場合はこれを交換する。

マイクロホン・スピーカを全て接続し、正常動作の確認を行なう。特に注意すべき

ｅ）　各入出力のコネクタの位相、接続不良

施工前後に下記内容を測定するものとする。

１）下記機器においては既設品を利用し、その他は改修を行う。

ａ）　伝送周波数特性

ｃ）　客席内音圧レベル分布偏差
ｄ）　明瞭度

ｂ）　最大再生音圧レベル

ａ）　周波数測定

ｃ）　雑音レベル

ａ）　各スピーカの位相

ｃ）　異状雑音の混入
ｄ）　メータの指示レベル

ｆ）　各操作個所の正常動作確認

ｂ）　ワイヤレスマイクのデッドポイント

項目は次による。

ｂ）　歪　　　率

２）正常動作の確認

報告書の提出

の確認
電気的特性と正常動作４．

３．

総　　　　　　　　則

設計図書及び施工２．

１． この仕様書は筑紫野市文化会館の舞台音響設備について製作・各種測定・調整を行う

マイクロホン増幅器から電力増幅器出力までの各系統について次の項目を記載する。

図面及び本特記仕様書に記載されていない事項は公共建築工事標準仕様書（電気設備工事編）、

報告書には次の項目を記載する。

ｂ）　ホールの状態
ｃ）　使用したスピーカ

ａ）　各測定結果

１）電気的特性

ｄ）　測定点

に当たり、その基準を規定するものである。

公共建築工事標準図（電気設備編）及び監督員の指示に従い施工すること。

メーカー・型番の指定のあるものは、同等品以上とする。

資材については、公共建築工事標準仕様書（電気設備工事編）最新版によるか、
監督員の承諾する相当品以上のものとする。又、規格品外及び製造者の指定のないものは
監督員の承諾を受けるものとする。

舞台床マイクコンセントにおいてはコネクターのみ交換とする。

新設する配線はエコケーブルを使用すること。

ｅ）　インピーダンス試験
ｆ）　残響時間試験

機器設置後、初回のみイコライザー調整を行い、必要に応じて表示すること。

調音室、調光室、映写室モニタースピーカー

エレベーターマイク装置
下手袖コンセント盤
マルチコンセント盤
各トランクコンセント盤

母子室モニタースピーカー

楽屋系／ロビー系スピーカー

ステージスピーカー

シングルカセットデッキ
インターカム装置

上手・下手壁スピーカーコンセント
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ＳＣＡＬＥ 図面番号工事名 機器構成表（１） Ａ－０３文化会館舞台音響設備更新工事 Ａ１＝Ｎ．Ｓ　Ａ３＝Ｎ．Ｓ

作図年月　令和７年２月

図面名称

６４チャンネルＤＡＮＴＥカード×１組込

８エフェクト＋１０ＧＥＱシグナルプロセッサー

３２チャンネル＋２ステレオフェーダー構成

１６ライン出力回路

（１）デジタルミキサー ３２マイク／ライン＋２ステレオライン入力回路

（１）設置台

１式音響調整卓１

その他

ｅデスク×１、椅子×１構　成

入出力 アナログ入力３２／アナログ出力２４Ｉ／Ｏラック （１）

オーディオネットワーク Ｄａｎｔｅオーディオネットワーク

１式電力増幅架２

入出力パッチ部 １６穴２Ｕ×６パネル（１）

（２）音響用ＨＵＢ ２０ポート（１０／１００／１０００ＢＡＳＥ－Ｔ）　ＰｏＥ給電ポート：１６ポート数

４（１０／１００／１０００Ｔポートと排他利用）ＳＦＰ拡張ポート

（３）ＳＦＰモジュール 規　格 ＩＥＥＥ８０２．３ｚ　１０００ＢＡＳＥ―ＬＸ

（３）ラックマウント金具 仕　様 １Ｕマウント金具　ブラック

仕　様（１）スプライスユニット アダプタ種類：４ＬＣ（単芯）、芯線数：１２芯、ケーブル入線数：６条

（１）デジタルプロセッサー ＩＮ：１２　　ＯＵＴ：８アナログ入出力

デジタル入出力 Ｄａｎｔｅ　６４ｉｎ／６４Ｏｕｔ

制御用ノートＰＣ （１）

ケーブル引込パネル （３）

（１）制御用ＨＵＢ ２０ポート（１０／１００／１０００ＢＡＳＥ－Ｔ）　ＰｏＥ給電ポート：１６ポート数

４（１０／１００／１０００Ｔポートと排他利用）ＳＦＰ拡張ポート

ユニットサイズ １Ｕ

プロセッサー：Ｃｏｒｅ（ＴＭ）Ｕｌｔｒａ５プロセッサー相当以上、メモリー１６ＧＢ以上機能・性能

Ｗｉｎｄｏｗｓ１１　Ｐｒｏ　６４ｂｉｔＯ　Ｓ

無線ＬＡＮ：ＩＥＥＥ８０２ａ／ｂ／ｇ／ｎ／ａｃ／ａｘ

ストレージ：５１２ＧＢ以上、表示：１４インチ、１９２０×１２００ピクセル以上、

その他 ラックマウント棚付

定格出力 １２００Ｗ×４ｃｈ（４Ω）、１２００Ｗ×４ｃｈ（８Ω）、２４００Ｗ（ＢＴＬ ８Ω）　ロー／ハイインピーダンス切換

周波数特性 ２０Ｈｚ～２０ｋＨｚ

（２）

機　能 ＤＳＰ内蔵、Ｄａｎｔｅオーディオネットワーク対応

パワーアンプＡ

定格出力 ３００Ｗ×４ｃｈ（４Ω）、３００Ｗ×４ｃｈ（８Ω）、６００Ｗ（ＢＴＬ ８Ω）　ロー／ハイインピーダンス切換（４）

周波数特性 ２０Ｈｚ～２０ｋＨｚ

機　能 ＤＳＰ内蔵、Ｄａｎｔｅオーディオネットワーク対応

パワーアンプＢ

使用コネクター ＮＬ４型、トグルスイッチタイプ　　数量はシステム系統図による出力スイッチ部 （２）

使用コネクター ６２０Ａ×６４入出力ジャック部 （１）

電源制御ユニット（４０Ａ） 電　源

ＡＣコンセント

ＡＣ１００Ｖ

非連動×２、連動×６（全コンセント合計４０A以下）、非常放送用設備端子付

（２）

収納ラック 規　格 ＥＩＡ１９インチラックマウントパネルに準拠、ブランクパネル付（２）

端子ユニット 使用端子 ブロック端子（２）

２組プロセニアムスピーカー３

６０°×４０°（ホーンローテーション可能）指向角度

ＨＦ：コンプレッションドライバー、ＬＦ：３８ｃｍコーン型使用スピーカ

Ｌｏｗ：９６ｄＢ　Ｈｉ：１０７ｄＢ出力音圧レベル

４８Ｈｚ～１８ｋＨｚ（－２０ｄＢ、半自由空間）周波数特性

Ｌｏｗ：　８Ω　　Ｈｉ：８Ω入力インピーダンス

Ｌｏｗ：５００Ｗ／２０００Ｗ（ＡＥＳ／ピーク）　Ｈｉ：５０Ｗ／２００Ｗ（ＡＥＳ／ピーク）許容入力

（１）遠距離用スピーカー ２Ｗａｙ　バスレフ型形　式

１００°×４０°（ホーンローテーション可能）指向角度

ＨＦ：コンプレッションドライバー、ＬＦ：３８ｃｍコーン型使用スピーカ

出力音圧レベル

４８Ｈｚ～１８ｋＨｚ（－２０ｄＢ、半自由空間）周波数特性

Ｌｏｗ：　８Ω　　Ｈｉ：８Ω入力インピーダンス

Ｌｏｗ：５００Ｗ／２０００Ｗ（ＡＥＳ／ピーク）　Ｈｉ：５０Ｗ／２００Ｗ（ＡＥＳ／ピーク）許容入力

（１）近距離用スピーカー ２Ｗａｙ　バスレフ型形　式

Ｌｏｗ：９６ｄＢ　Ｈｉ：１０６ｄＢ

（１）フライング金具 構　成 シャックル金具×１組、連結金具×１組、補助金具×１組、吊りワイヤー×１式

２組ステージサイドスピーカー４

６０°×４０°（ホーンローテーション可能）指向角度

ＨＦ：コンプレッションドライバー、ＬＦ：３８ｃｍコーン型使用スピーカ

Ｌｏｗ：９６ｄＢ　Ｈｉ：１０７ｄＢ出力音圧レベル

４８Ｈｚ～１８ｋＨｚ（－２０ｄＢ、半自由空間）周波数特性

Ｌｏｗ：　８Ω　　Ｈｉ：８Ω入力インピーダンス

Ｌｏｗ：５００Ｗ／２０００Ｗ（ＡＥＳ／ピーク）　Ｈｉ：５０Ｗ／２００Ｗ（ＡＥＳ／ピーク）許容入力

（１）遠距離用スピーカー ２Ｗａｙ　バスレフ型形　式

形　式 バスレフ型４６ｃｍサブウーハー （１）

許容入力 ８００Ｗ／３２００Ｗ（ＡＥＳ／ピーク）

入力インピーダンス ８Ω

周波数特性 ３０Ｈｚ～３００Ｈｚ（－２０ｄＢ、半自由空間）

出力音圧レベル １３０ｄＢ（１Ｗ／１ｍ）

使用スピーカ ４６ｃｍコーンスピーカ

設置金具 （１） 構　成 グランドスタック金具×１組、固定金具、吸音材

ＬＦ：２０ｃｍコーンスピーカー、ＨＦ：ＳＣＷＧホーン（６０°×６０°）使用スピーカー

９３ｄＢ　（１ｍ／１Ｗ）　出力音圧レベル

８Ω入力インピーダンス

４３Ｈｚ～２０ｋＨｚ（－２０ｄＢ、半自由空間）周波数特性

２６０Ｗ／１３０Ｗ（連続プログラム／ＲＷＳ）許容入力

（１）２ウェイスピーカー ２ＷＡＹ　バスレフ型形　式

その他 吊下金具付取付金具 （１）

４台ステージフロントスピーカー５

１式サブミキサー卓６

６４チャンネルＤＡＮＴＥカード×１組込

８エフェクト＋１０ＧＥＱシグナルプロセッサー

３２チャンネル＋２ステレオフェーダー構成

１６ライン出力回路

（１）デジタルミキサー ３２マイク／ライン＋２ステレオライン入力回路

その他

２ポート（ＳＦＰ）　拡張スロット

１０ポート（１０／１００／１０００ＢＡＳＥ－Ｔ）ポート数音響用ＨＵＢ （２）

２ポート（ＳＦＰ）　拡張スロット

１０ポート（１０／１００／１０００ＢＡＳＥ－Ｔ）ポート数制御用ＨＵＢ （１）

その他 ラックマウント金具付

その他 ラックマウント金具付

ケーブル引込パネル （２） ユニットサイズ １Ｕ

入出力 アナログ入力３２／アナログ出力２４Ｉ／Ｏラック （１）

オーディオネットワーク Ｄａｎｔｅオーディオネットワーク

受信チャンネル数 ４ｃｈデジタルワイヤレス受信機 （１）

受信チャンネル数 ２ｃｈデジタルワイヤレス受信機 （１）

受信周波数 ８０６～８１０ＭＨｚ

構　成 混合器×２、接続ケーブル、変換コネクターアンテナ混合キット （１）

出力電圧 １２ＶＤＣパワーサプライ （２）

周波数範囲 ８０６～８１０ＭＨｚアンテナフィルター （４）

電　源 ＡＣ１００Ｖ電源制御ユニット（１５Ａ） （１）

ＡＣコンセント 非連動×２、連動×９　（全コンセント合計最大１４．８Ａ以下）

ユニットサイズ ４Ｕ引出しユニット （１）

１面Ｅ／Ｏ収納盤７

（３）メディアコンバーター 伝送方式 ＩＥＥＥ８０２．３ａｂ　１０００ＢＡＳＥ―Ｔ

インターフェース ツイストペアポート：ＲＪ－４５×１、ＳＦＰポート：ＬＣコネクター×１

（３）スプライスボックス 光ケーブル導入数 １条

芯線数 ４芯

電　源 ＡＣ１００Ｖ

収納盤 材　質 鋼板製、メラミン焼付け塗装（１）

フロアマイクコンセント ＸＬＲ３－３１－Ｆ７７　×２使用コネクター

ボックス

５面 コネクターパネル交換

既設再利用

８

新金属プレート

マイクコンセント（２個用） ＸＬＲ３－３１－Ｆ７７×２使用コネクター２面

ＪＩＳ規格２連スイッチボックス適合適合ボックス

９

サブミキサー卓接続盤 ＲＪ－４５×３、ＢＮＣ×４使用コネクター

ボックス

１面１０

露出型、鋼板製、メラミン焼付け塗装

録音再生機器ラック １組１１

シングルカセットデッキ （２） カセットテープテープタイプ

対応メディア ＣＤ、ＣＤ－Ｒ、ＣＤ－ＲＷ

ＣＤ－ＤＡ、ＭＰ３再生ファイル形式

ＣＤレコーダー

ＣＤ－ＤＡ録音ファイル形式

ラインコンバーター 平衡：４、不平衡：４入出力

平衡→不平衡４系統、不平衡→平衡４系統変　換

電　源 ＡＣ１００Ｖ電源制御ユニット（１５Ａ） （１）

ＡＣコンセント 非連動×２、連動×９　（全コンセント合計最大１４．８Ａ以下）

システムラック 材質 鋼板製、キャスター付き　全面２０Ｕラックマウント取付（１）

１２ エアモニターマイク ２台

インピーダンス ２５０Ω　平衡形

周波数特性

バックエレクトレットコンデンサー型

２０Ｈｚ～２０ｋＨｚ

形　式

指向特性

その他

単一指向型

サスペンション、取付金具付

機器構成表（１）

Ｎｏ． 機　　器　　名　　称 数　量 機　　器　　仕　　様 備　考 Ｎｏ． 機　　器　　名　　称 数　量 機　　器　　仕　　様 備　考

ＸＬＲ３－３１－Ｆ７７×１０、ＸＬＲ３－３２－Ｆ７７×１２使用コネクターコネクターパネル （１）

ＸＬＲ３型　数量はシステム系統図による使用コネクター

材　質 木製、接続コネクター部、キャスター、ガラス扉付収納ワゴン （１）

（２）

（２）

ワイヤレスアンテナ 形　式 アクティブ指向アンテナ４台

適応周波数 ４７０～８１０ＭＨｚ

その他 壁面取付金具共

１３

アンテナブースター ４台１４ ゲイン ６ｄＢ／１２ｄＢ選択

電　源 ＤＣ１２Ｖ（パワーサプライより共有）

トランスミッタータイプ ハンドヘルド型ワイヤレスマイク（ハンドヘルド）

マイクロフォン形式 ダイナミック型

指向特性 カーディオイド

送信周波数 B帯(806～810MHz)30チャンネルのうち任意の1チャンネルボディーパック送信機

アンテナ形式 １／４波長ホイップ、５０Ω

形　式 コンデンサー型ラベリア

指向特性パターン カーディオイド

周波数特性 ２０～２０，０００Ｈｚ

開回路感度 ＴＱＧ：－５１．０ｄＢＶ／Ｐａ（３．０ｍＶ）　ＸＬＲ：－３９．０ｄＢＶ／Ｐａ（１１．０ｍＶ）

（６）

（２）

（２）

ワイヤレスマイク類 １式１５

形　式 コンデンサー型ヘッドセット

指向特性パターン ハイパーカーディオイド

周波数特性 ５０～１８，０００Ｈｚ

（２）

型　式 リチウムイオン電池

充電台数 リチウムイオン電池×８台同時充電

充電池 （８）

充電器 （１）

送信周波数 B帯(806～810MHz)30チャンネルのうち任意の1チャンネル

既設再利用

メモリーレコーダー・ＣＤプレーヤー （２）



記　事

ＡＲＴ　ＳＰＡＣＥ　ＣＲＥＡＴＩＯＮ ＴＥＬ０９７９－８２－５５５４本社〒８２８－００２１福岡県豊前市大字八屋１６４８－１１

一級建築士　第１２６８７４号　　田中　孝秀

ＳＣＡＬＥ 図面番号工事名 機器構成表（２） Ａ－０４文化会館舞台音響設備更新工事 Ａ１＝Ｎ．Ｓ　Ａ３＝Ｎ．Ｓ

作図年月　令和７年２月

図面名称

コンデンサーマイクロホンＡ

指向特性

周波数特性

感　度

形　式

出力インピーダンス

コンデンサー型

全指向性／単一指向性

４０Ｈｚ～１８ｋＨｚ

－４８ｄＢ

２５０Ω±２０％　平衡

（１）

マイクロホン類 １式１６

指向特性 カーディオイドダイナミックマイクロホンＡ

周波数特性 ５０Ｈｚ～１５ｋＨｚ

出力インピーダンス １５０Ω

開回路感度 －５４．５ｄＢ　ｒｅ　１Ｖ／Ｐａ

指向特性 カーディオイドダイナミックマイクロホンＢ

周波数特性 ５０Ｈｚ～１５ｋＨｚ

インピーダンス １５０Ω

開回路感度 －５４．５ｄＢ　ｒｅ　１Ｖ／Ｐａ

その他 スイッチ付

指向特性 スーパーカーディオイドダイナミックマイクロホンＣ

周波数特性 ５０Ｈｚ～１６ｋＨｚ

インピーダンス １５０Ω

開回路感度 －５１ｄＢ　ｒｅ　１Ｖ／Ｐａ

形　式 コンデンサー型コンデンサーマイクロホンＢ

指向特性 カーディオイド

周波数特性 ２０Ｈｚ～２０ｋＨｚ

インピーダンス ２００Ω以下

（１３）

（２）

（２）

（４）

ＸＬＲ３－３２－Ｆ７７出力コネクター

ＸＬＲ３－３１－Ｆ７７入力コネクター

カフボックス ２ＫΩ　バランスインピーダンス（１）

ケーブル類 １式

長さ ５０ｃｍ（２０） 両端コネクター付パッチケーブル（Ａ）

１ｍ　　長さパッチケーブル（Ｂ）

長さ １０ｍマイクケーブル（Ｂ）

両端コネクター付

両端コネクター付

（２０）

（１０）

長さ １０ｍスピーカーケーブル 両端コネクター付（１）

使用コネクタパラボックス　 ＸＬＲ３－３１（Ｆ７７）×１２、ＸＬＲ３－３２（Ｆ７７）×１２、ＮＫ２７－３２Ｓ－Ｒ×１

長さ １０ｍ１２ＣＨマルチケーブル 両端コネクター付（２）

（２）

１７

機器構成表（２）

Ｎｏ． 機　　器　　名　　称 数　量 機　　器　　仕　　様 備　考 Ｎｏ． 機　　器　　名　　称 数　量 機　　器　　仕　　様 備　考

１８ 収音マイク ２本

１９

２０

トランスミッタータイプ

指向特性

カートリッジ

周波数特性 ２０Ｈｚ～２０ｋＨｚ

プリポラライズド・コンデンサー型

スーパーカーディオイド

ショットガン・マイクロホン

感　度 －３２ｄＢｒｅ．１Ｖ／Ｐａ

電　源 ファンタムＤＣ４８Ｖ

その他 マイクケーブル５ｍ付

マイクコンセントＡ ２個 使用コネクター

適合ボックス ＪＩＳ規格２連スイッチボックス適合

ＸＬＲ３－３１－Ｆ７７×１

マイクコンセントＢ １個 使用コネクター

適合ボックス ＪＩＳ規格２連スイッチボックス適合

ＸＬＲ３－３１－Ｆ７７×２

吊り下げ金具付き
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ＡＲＴ　ＳＰＡＣＥ　ＣＲＥＡＴＩＯＮ ＴＥＬ０９７９－８２－５５５４本社〒８２８－００２１福岡県豊前市大字八屋１６４８－１１

一級建築士　第１２６８７４号　　田中　孝秀

ＳＣＡＬＥ 図面番号工事名 システム系統図 Ａ－０５文化会館舞台音響設備更新工事 Ａ１＝Ｎ．Ｓ　Ａ３＝Ｎ．Ｓ図面名称

作図年月　令和７年２月

×２

ＩＮＰＵＴ

ＭＯＮＯ

３２

２

１

ＰＣ

音響調整卓

電源制御ユニット ＡＣ１００Ｖ

ＥＭＧ２４Ｖ

母子室モニタースピーカー

エアモニターマイク

Ｐ

Ｓ

Ｄａｎｔｅ

ＳＷ
ＨＵＢ

ＳＷ
ＨＵＢ

ＡＣ１００Ｖ

１

１６

ＯＵＴ

×１６

ＳＦ ＳＦ

ＳＦ ＳＦ

ステージフロントスピーカー

入出力パッチ部

×８

エアモニターマイク

舞台上手前

４Ｓ１２Ｆ－ＥＭ

電力増幅架

入出力ジャック部

１２００

１２００

１２００

１２００

ＮＬ ＮＬ

ＮＬ ＮＬ

ＮＬ ＮＬ

ＮＬ ＮＬ

出力スイッチ部

遠

１２００

１２００

１２００

１２００

ＮＬ ＮＬ

ＮＬ ＮＬ

ＮＬ ＮＬ

ＮＬ ＮＬ

プロセニアムスピーカー（Ｌ）

プロセニアムスピーカー（Ｒ）

ステージサイドスピーカー（Ｌ）

近

遠

近

ＳＬＦ

３００ ＮＬ ＮＬ

ＮＬ ＮＬ

ＮＬ ＮＬ

ＮＬ ＮＬ

３００

３００

３００

３００

３００

３００

３００

３００ ＮＬ ＮＬ

ＮＬ ＮＬ

ＮＬ ＮＬ

ＮＬ ＮＬ

３００

３００

３００

３００ ＮＬ ＮＬ

ＮＬ ＮＬ

ＮＬ ＮＬ

ＮＬ ＮＬ

３００

３００

３００

Ｈｉ－Ｚ

Ｈｉ－Ｚ

×２

×２
舞台中央

×２
舞台下手前

４Ｓ１２Ｆ－ＥＭ

４Ｓ１２Ｆ－ＥＭ

ロビー系スピーカー

ステージサイドスピーカー（Ｒ）

ＳＬＦ

４Ｓ１２Ｆ－ＥＭ

ＮＬ

ＮＬ

下手壁スピーカーコンセント

ＮＬ

ＮＬ

上手壁スピーカーコンセント

ＮＬ ＮＬ

ＮＬ ＮＬ

ＮＬ ＮＬ

ＮＬ ＮＬ

調音室モニタースピーカー

映写室モニタースピーカー

楽屋系スピーカー

設定用ＰＣ

×２
舞台下手奥

×２
舞台上手奥

×２
舞台下手壁

×２
舞台上手壁

エレベーターマイク

エレベーターマイク
制御部

操作部

×２

８ＣＨ８ＣＨ

舞台上手壁

×８

８ＣＨ

綱元

×８

８ＣＨ

舞台下手袖

下手袖コンセント盤

×２

×２

×２

×２

×２

×２

ＤＳＰ

Ｔ ×２

Ｔ ×２

Ｔ ×２

Ｔ

×６

トランクコンセント盤（Ａ）

トランクコンセント盤（Ｂ－１）

トランクコンセント盤（Ｂ－２）

トランクコンセント盤（Ｃ） Ｔ＃１ ＃６
×６

×６

～

ＳＦＰ

ＳＦＰ

ＳＰＵ

×４

６００：１０ｋ

６００：６００

×２

×２

Ｅ／Ｏ収納盤

ＳＰＵ

ＳＰＵ

ＭＣ

ＭＣ

ＡＣ１００Ｖ

Ｄａｎｔｅ

サブミキサー卓

各機器へ

電源制御部

メモリーレコーダー

デジタル

ＳＷ　ＨＵＢ

ＳＷ　ＨＵＢ

Ｉ／Ｏラック

（３２ｉｎ／２４ｏｕｔ）

２ｃｈ　ＷＬ．Ｔ

４ｃｈ　ＷＬ．Ｔ

ＳＷ
ＨＵＢ

ＳＦＰ

ＳＰＵＭＣ

ＳＷ　ＨＵＢ

ミキサー

ＡＣ１００Ｖ

シングルカセット

ラインコンバーター

サブミキサー卓
接続盤

ＯＰ
ＥＭ－ＧＩ５０／１２５－４Ｃ

ＳＴＰ
ＥＭ－ＳＴＰ０．５－４Ｐ（Ｃａｔ６）

ＯＰ

ＯＰ

ＯＰ

Ｉ

映写室
Ｉ

調音室

インターカムＭＳ

Ｉ

ＩＩＩＩ

綱元

調光室

下手袖 上手袖 客席中央

Ｉ

ピンスポ１
ＩＩ

シーリング ピンスポ２

ＳＴＰ

ＳＴＰ

ＳＴＰ

ＳＴＰ

ＳＴＰ

ＳＴＰ

４Ｅ４－８ＡＴ－ＥＭ×４

４Ｅ４－８ＡＴ－ＥＭ×２

ＣＤレコーダー

×８

×２

×８

×２

電源制御部

Ｉ／Ｏラック

（３２ｉｎ／２４ｏｕｔ）

録音再生機器ラック

ＡＣ１００Ｖ

既設配線・既設機器

ＣＤプレーヤー
×２

×２

×２

×２

調光室モニタースピーカーへ

ミキサーアンプ 調光室モニタースピーカー
入出力パッチ部より

ワイヤレスアンテナ

ＥＭ－５Ｄ－ＦＢ

ＥＭ－５Ｄ－ＦＢ

ＥＭ－５Ｄ－ＦＢ

ＥＭ－５Ｄ－ＦＢ

フロアマイクコンセント

マイクコンセント

マルチコンセント

アンテナブースター

４Ｓ１２Ｆ－ＥＭ

４Ｓ１２Ｆ－ＥＭ

４Ｓ１２Ｆ－ＥＭ

４Ｓ１２Ｆ－ＥＭ

４Ｓ１２Ｆ－ＥＭ
４Ｓ１２Ｆ－ＥＭ

４Ｓ１２Ｆ－ＥＭ
４Ｓ１２Ｆ－ＥＭ

マイクコンセントＡ ＳＳ上手

Ｌ－４Ｅ６ＡＴ－ＥＭ

Ｌ－４Ｅ６ＡＴ－ＥＭ

Ｌ－４Ｅ６ＡＴ－ＥＭ

Ｌ－４Ｅ６ＡＴ－ＥＭ
マイクコンセントＡ ＳＳ下手

マイクコンセントＢ

収音マイク

収音マイク
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一級建築士　第１２６８７４号　　田中　孝秀

ＳＣＡＬＥ 図面番号工事名 機器姿図（１） Ａ－０６文化会館舞台音響設備更新工事 Ａ１＝Ｎ．Ｓ　Ａ３＝Ｎ．Ｓ図面名称

作図年月　令和７年２月

機器名称
１

Ｎｏ.
Ｉ／Ｏラック

音響調整卓

２ 入出力パッチ部
３ 音響用ＨＵＢ
４ 制御用ＨＵＢ
５ スプライスユニット
６ 設定用ノートＰＣ
７ パワーアンプＡ
８ パワーアンプＢ
９ 入出力ジャック部
１０ デジタルプロセッサー

パンチングパネルＰＰ

ケーブル引込パネルＣＰ

ＢＰ ブランクパネル

630

2
0
5
0

570570

１

２

３

１２

１３

１４

７

８

１１

１２

１３

１４

１５ １５

６

ＢＰ

ＢＰ

7
0
0

700

1100

ＰＰ

ＢＰ

ＢＰ

ＢＰ

ＣＰ

ＣＰ

ＣＰ

ＢＰ

ＢＰ ＢＰ

ＢＰ

ＢＰ

ＢＰ

ＢＰ

ＢＰ

ＢＰ

４

５

９

１０

１１ 既設インターカム親機
１２ 出力スイッチ部
１３ 電源制御ユニット
１４ 端子ユニット
１５ 収納ラック

電力増幅架

プロセニアムスピーカー

780

約
8
0
0

約700

5
1
8

780

4
4
6

ステージサイドスピーカー

φ200

3
1
2

455 260

1
2
3

ステージフロントスピーカー

Ｐ

ＭＩＸ Ｐ

ＳＦ

ＳＳ

※参考図
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ＡＲＴ　ＳＰＡＣＥ　ＣＲＥＡＴＩＯＮ ＴＥＬ０９７９－８２－５５５４本社〒８２８－００２１福岡県豊前市大字八屋１６４８－１１

一級建築士　第１２６８７４号　　田中　孝秀

ＳＣＡＬＥ 図面番号工事名 機器姿図（２） Ａ－０７文化会館舞台音響設備更新工事 Ａ１＝Ｎ．Ｓ　Ａ３＝Ｎ．Ｓ図面名称

作図年月　令和７年２月

200 120

2
0
0

11875 6650

9
5
4
3

ＣＰ

ＣＰ

ＢＰ

ＢＰ

ＢＰ

ＢＰ

ＢＰ

ＢＰ

ＢＰ

ＢＰ

１

５

２

３

４

６

７

８

９

機器名称
１

Ｎｏ.
デジタルミキサー

２ デジタルワイヤレス受信機（２ｃｈ）
３ デジタルワイヤレス受信機（４ｃｈ）
４ 引出しユニット
５

６ Ｉ／Ｏラック
７ 音響用ＨＵＢ
８ 制御用ＨＵＢ
９ 収納ワゴン

ケーブル引込パネルＣＰ

ＢＰ ブランクパネル

電源制御ユニット

サブミキサー卓

１０

１０ 接続コネクター部

ＰＰ パンチングパネル

名　　　　　称Ｎｏ．

２

３

１

４

電源制御ユニット

メモリーレコーダー／ＣＤプレーヤー

ラインコンバーター

1
1
6
1

547

454

５ コネクターパネル

６

ＢＰ ブランクパネル

６

ＣＤレコーダー

２

録音再生機器ラック

サブミキサー卓接続盤Ｓ

ＢＰ

ＢＰ

既設シングルカセットデッキ

３

４

５

１

名　　　　　称Ｎｏ．

２

１

スプライスボックス
メディアコンバーター

700 250

8
0
0

１ １ １

２ ２ ２

Ｅ／Ｏ収納盤Ｅ／Ｏ

フロアマイクコンセント２Ｍ

1
2
0

116 6.5

マイクコンセント（２個用）Ｍ２

205

1
2
0

70

エアモニターマイクＡＭ

D I R E C T I O N A L  A N T E N N A     

RF OVERLOAD

G A I N S WI T CH  B EL O W   

U A 8 74 W B (4 7 0 -9 0 0  M H z )

+12dB

+6dB

+0dB

-6dB

+1
2d
B

+6
dB0d
B

-6
dB

AC
TI
VE

PA
SS
IV
E

359

3
1
6

35

ワイヤレスアンテナ

※参考図

コンデンサーマイクロホンＡ

コンデンサーマイクロホンＢ

ダイナミックマイクロホンＡ

ダイナミックマイクロホンＢ

ダイナミックマイクロホンＣ

カフボックス



記　事

ＡＲＴ　ＳＰＡＣＥ　ＣＲＥＡＴＩＯＮ ＴＥＬ０９７９－８２－５５５４本社〒８２８－００２１福岡県豊前市大字八屋１６４８－１１

一級建築士　第１２６８７４号　　田中　孝秀

ＳＣＡＬＥ 図面番号工事名 機器姿図（３） Ａ－０８文化会館舞台音響設備更新工事 Ａ１＝Ｎ．Ｓ　Ａ３＝Ｎ．Ｓ図面名称

作図年月　令和７年２月

Ｌ－４Ｅ６ＡＴ－ＥＭ

Ｌ－４Ｅ６ＡＴ－ＥＭ

マイクコンセントＡ

（上手フロントサイド室）

マイクコンセントＡ

（下手フロントサイド室）

収音マイク

吊下げ金具

マイクコンセントＢ
（下手袖）

録音再生機器ラック

1
2
0

116

1
2
0

70

6.5

6.5

１個用露出スイッチボックス

使用コネクター

ボックス

ＸＬＲ－３－３１－Ｆ７７

２個用露出スイッチボックス

使用コネクター

ボックス

ＸＬＲ－３－３２－Ｆ７７×２

プリポラライズド・コンデンサー型

タイプ

カートリッジ

ショットガン・マイクロホン
指向特性 スーパーカーディオイド

周波数特性 ２０Ｈｚ～２０ｋＨｚ
感　度 －３２ｄＢｒｅ．１Ｖ／Ｐａ
電　源 ファンタムＤＣ４８Ｖ

吊下げ金具

収音マイク使用時

フロントサイド室より吊下げ。

マイクコンセントＢＭ Ｂ

マイクコンセントＡＭ Ａ 収音マイク

収音マイク

吊下げ金具

収音マイク　系統図

金具長は現場合わせとする。

その他 マイクケーブル５ｍ付

184

Φ
1
9

×２面 ×２本

×１面

※落下防止ワイヤー付き



Ｌ－４Ｅ６ＡＴ－ＥＭ×２　（Ｅ２５）
ＭＢ

記　事

ＡＲＴ　ＳＰＡＣＥ　ＣＲＥＡＴＩＯＮ ＴＥＬ０９７９－８２－５５５４本社〒８２８－００２１福岡県豊前市大字八屋１６４８－１１

一級建築士　第１２６８７４号　　田中　孝秀

ＳＣＡＬＥ 図面番号工事名 １階平面配線図 Ａ－０９文化会館舞台音響設備更新工事 Ａ１＝１／１００　Ａ３＝１／２００図面名称

作図年月　令和７年２月

Ｍ ２

Ｍ ２

Ｍ ２

Ｍ ２

Ｍ ２

ＳＦ

ＳＦ

ＳＦ

ＳＦ

Ｅ／Ｏ

Ｓ

Ｍ
２

Ｍ
２

ＥＭ－５Ｄ－ＦＢ×４（Ｅ３１）
ＥＭ－ＧＩ５０／１２５－４Ｃ×３（Ｅ２５）

ＥＭ－５Ｄ－ＦＢ×４（Ｅ３１）
ＥＭ－ＳＴＰ０．５ー４Ｐ×３（Ｅ２５）

ＥＭ－５Ｄ－ＦＢ×４（Ｅ３１）
ＥＭ－ＧＩ５０／１２５－４Ｃ×３（Ｅ２５）

ＥＭ－ＥＥＦ２．０－３Ｃ（Ｅ２５）

３階音響調整卓へ

録音再生機器ラック

サブミキサー卓

４Ｓ１２Ｆ－ＥＭｘ２（※）

４Ｓ１２Ｆ－ＥＭｘ２（※）

４Ｓ１２Ｆ－ＥＭｘ２（※）

４Ｓ１２Ｆ－ＥＭ（※）

４Ｓ１２Ｆ－ＥＭ（※）

Ｍ
Ａ

Ｍ
Ｂ マイクコンセントＢ

マイクコンセントＡ

新設

新設

名　称

凡　　例

記号

エアーモニターマイク

ステージサイドスピーカー

サブミキサー卓接続盤

マイクコンセント

ＡＭ

備考

ＭＩＸ 音響調整卓

機器更新

新設

新設

コネクタ更新

Ｓ

Ｍ
２

Ｐ 電力増幅架

ＳＳ

プロセニアムスピーカーＰ

ワイヤレスアンテナ

Ｅ／Ｏ Ｅ／Ｏ収納盤

ＳＦ ステージフロントスピーカー

Ｍ ２ フロアーマイクコンセント

※　二重天井内は転がし配線とし、躯体内の立上げ・立下げは配管にて保護すること。

※　防煙区画、防火区画を貫通する配管は国土交通大臣認定工法によること。

機器更新

機器更新

機器更新

機器更新

機器更新

機器更新

機器更新

サブミキサー卓 機器更新

録音再生機器ラック 機器更新

プルボックス 新設

※　（※）印は既設配管流用配線とする。



記　事

ＡＲＴ　ＳＰＡＣＥ　ＣＲＥＡＴＩＯＮ ＴＥＬ０９７９－８２－５５５４本社〒８２８－００２１福岡県豊前市大字八屋１６４８－１１

一級建築士　第１２６８７４号　　田中　孝秀

ＳＣＡＬＥ 図面番号工事名 ２階平面配線図 Ａ－１０文化会館舞台音響設備更新工事 Ａ１＝１／１００　Ａ３＝１／２００図面名称

作図年月　令和７年２月

ＳＳ

ＳＳ

ＥＭ－５Ｄ－ＦＢ×４（Ｅ３１）
ＥＭ－ＧＩ５０／１２５－４Ｃ×３（Ｅ２５）

ＥＭ－５Ｄ－ＦＢ×３（Ｅ３１）
ＥＭ－ＧＩ５０／１２５－４Ｃ×３（Ｅ２５）

ＥＭ－５Ｄ－ＦＢ（Ｅ１９）

ＥＭ－５Ｄ－ＦＢ（Ｅ１９）

４Ｓ１２Ｆ－ＥＭ（Ｅ２５）　　ｘ２

アンテナブースタープルボックス内設置

アンテナブースタープルボックス内設置

４Ｓ１２Ｆ－ＥＭｘ２（※）

４Ｓ１２Ｆ－ＥＭ（Ｅ２５）　　ｘ２

Ｌ－４Ｅ６ＡＴ－ＥＭ×２　（Ｅ２５）

Ｌ－４Ｅ６ＡＴ－ＥＭ×２　（Ｅ２５）

Ｍ
Ａ

Ｍ
Ｂ マイクコンセントＢ

マイクコンセントＡ

新設

新設

名　称

凡　　例

記号

エアーモニターマイク

ステージサイドスピーカー

サブミキサー卓接続盤

マイクコンセント

ＡＭ

備考

ＭＩＸ 音響調整卓

機器更新

新設

新設

コネクタ更新

Ｓ

Ｍ
２

Ｐ 電力増幅架

ＳＳ

プロセニアムスピーカーＰ

ワイヤレスアンテナ

Ｅ／Ｏ Ｅ／Ｏ収納盤

ＳＦ ステージフロントスピーカー

Ｍ ２ フロアーマイクコンセント

※　二重天井内は転がし配線とし、躯体内の立上げ・立下げは配管にて保護すること。

※　防煙区画、防火区画を貫通する配管は国土交通大臣認定工法によること。

機器更新

機器更新

機器更新

機器更新

機器更新

機器更新

機器更新

サブミキサー卓 機器更新

録音再生機器ラック 機器更新

プルボックス 新設

※　（※）印は既設配管流用配線とする。



記　事

ＡＲＴ　ＳＰＡＣＥ　ＣＲＥＡＴＩＯＮ ＴＥＬ０９７９－８２－５５５４本社〒８２８－００２１福岡県豊前市大字八屋１６４８－１１

一級建築士　第１２６８７４号　　田中　孝秀

ＳＣＡＬＥ 図面番号工事名 ３階平面配線図 Ａ－１１文化会館舞台音響設備更新工事 Ａ１＝１／１００　Ａ３＝１／２００図面名称

作図年月　令和７年２月

Ｐ

Ｐ

Ｍ
Ｉ
Ｘ

Ｐ

ＡＭ

ＡＭ

ＥＭ－５Ｄ－ＦＢ（Ｅ１９）

ＥＭ－５Ｄ－ＦＢ×３（Ｅ３１）
ＥＭ－ＧＩ５０／１２５－４Ｃ×３（Ｅ２５）

４Ｓ１２Ｆ－ＥＭ（Ｅ２５）ｘ２

４Ｓ１２Ｆ－ＥＭ（Ｅ２５）　　ｘ２

ＥＭ－ＳＴＰ０．５－４Ｐ×３
４Ｅ４－８ＡＴ－ＥＭ×６

４Ｓ１２Ｆ－ＥＭｘ２
ピット内配線

ＥＭ－ＳＴＰ０．５－４Ｐ×３
４Ｅ４－８ＡＴ－ＥＭ×６

４Ｓ１２Ｆ－ＥＭ×８

ＥＭ－ＧＩ５０／１２５－４Ｃ×３

ピット内配線

電力増幅架～下手袖
電力増幅架～音響調整卓
電力増幅架～音響調整卓
電力増幅架～スピーカー

ＥＭ－５Ｄ－ＦＢ×２（Ｅ２５）
ＥＭ－ＧＩ５０／１２５－４Ｃ×３（Ｅ２５） ＥＭ－ＧＩ５０／１２５－４Ｃ×３（Ｅ２５）

４Ｓ１２Ｆ－ＥＭ（ＰＦ２２）　ｘ２

［４Ｓ１２Ｆ－ＥＭ（ＰＦ２２）］×６

［４Ｓ１２Ｆ－ＥＭ（ＰＦ２２）］×４

４Ｓ１２Ｆ－ＥＭ（ＰＦ２２）ｘ２

ＥＭ－５Ｄ－ＦＢ（ＰＦ１６）

４Ｓ１２Ｆ－ＥＭ（Ｅ２５）　　ｘ２

４Ｓ１２Ｆ－ＥＭ（Ｅ２５）　　ｘ２

ＥＭ－５Ｄ－ＦＢ×１（Ｅ１９）

ＥＭ－５Ｄ－ＦＢ×１（Ｅ１９）

アンテナブースタープルボックス内設置

アンテナブースタープルボックス内設置

４Ｓ１２Ｆ－ＥＭｘ２（※）

４Ｓ１２Ｆ－ＥＭｘ２（※）

４Ｓ１２Ｆ－ＥＭｘ２（※）

Ｌ－４Ｅ６ＡＴ－ＥＭｘ１（※）

Ｌ－４Ｅ６ＡＴ－ＥＭｘ２（※）

Ａ Ｍ

Ａ Ｍ
Ｌ－４Ｅ６ＡＴ－ＥＭ×２　（Ｅ２５）

Ｌ－４Ｅ６ＡＴ－ＥＭ　（Ｅ１９）

Ｌ－４Ｅ６ＡＴ－ＥＭ　（Ｅ１９）

Ｌ－４Ｅ６ＡＴ－ＥＭ　（Ｅ１９）

Ｍ
Ａ

Ｍ
Ｂ マイクコンセントＢ

マイクコンセントＡ

新設

新設

名　称

凡　　例

記号

エアーモニターマイク

ステージサイドスピーカー

サブミキサー卓接続盤

マイクコンセント

ＡＭ

備考

ＭＩＸ 音響調整卓

機器更新

新設

新設

コネクタ更新

Ｓ

Ｍ
２

Ｐ 電力増幅架

ＳＳ

プロセニアムスピーカーＰ

ワイヤレスアンテナ

Ｅ／Ｏ Ｅ／Ｏ収納盤

ＳＦ ステージフロントスピーカー

Ｍ ２ フロアーマイクコンセント

※　二重天井内は転がし配線とし、躯体内の立上げ・立下げは配管にて保護すること。

※　防煙区画、防火区画を貫通する配管は国土交通大臣認定工法によること。

機器更新

機器更新

機器更新

機器更新

機器更新

機器更新

機器更新

サブミキサー卓 機器更新

録音再生機器ラック 機器更新

プルボックス 新設

※　（※）印は既設配管流用配線とする。



記　事

ＡＲＴ　ＳＰＡＣＥ　ＣＲＥＡＴＩＯＮ ＴＥＬ０９７９－８２－５５５４本社〒８２８－００２１福岡県豊前市大字八屋１６４８－１１

一級建築士　第１２６８７４号　　田中　孝秀

ＳＣＡＬＥ 図面番号工事名 １階平面撤去図 Ａ－１２文化会館舞台音響設備更新工事 Ａ１＝１／１００　Ａ３＝１／２００図面名称

作図年月　令和７年２月

Ｍ ２

Ｍ ２

Ｍ ２

Ｍ ２

Ｍ ２

ＳＦ

ＳＦ

ＳＦ

ＳＦ

Ｍ
２

Ｍ
２

４Ｓ１２Ｆｘ２
（撤去）

４Ｓ１２Ｆｘ２
（撤去）

４Ｓ１２Ｆｘ１
（撤去）

４Ｓ１２Ｆｘ１
（撤去）

録音再生機器ラック

サブミキサー卓

【注意事項】
　配管・配線・機器の撤去跡を補修すること。

名　称

凡　　例

記号

エアーモニターマイク

ステージサイドスピーカー

マイクコンセント

ＡＭ

備考

ＭＩＸ 音響調整卓

コネクタ撤去

Ｍ
２

Ｐ 電力増幅架

ＳＳ

プロセニアムスピーカーＰ

ワイヤレスアンテナ

ＳＦ ステージフロントスピーカー

Ｍ ２ フロアーマイクコンセント

撤去

撤去

撤去

撤去

撤去

撤去

撤去

撤去

×印は撤去を示す。

サブミキサー卓

録音再生機器ラック

撤去

撤去

※ケーブルのみ撤去とし配管は残置とする。



記　事

ＡＲＴ　ＳＰＡＣＥ　ＣＲＥＡＴＩＯＮ ＴＥＬ０９７９－８２－５５５４本社〒８２８－００２１福岡県豊前市大字八屋１６４８－１１

一級建築士　第１２６８７４号　　田中　孝秀

ＳＣＡＬＥ 図面番号工事名 ２階平面撤去図 Ａ－１３文化会館舞台音響設備更新工事 Ａ１＝１／１００　Ａ３＝１／２００図面名称

作図年月　令和７年２月

ＳＳ

ＳＳ

４Ｓ１２Ｆｘ１

（撤去）

４Ｓ１２Ｆｘ２
（撤去）

４Ｓ１２Ｆｘ１
（撤去）

【注意事項】
　配管・配線・機器の撤去跡を補修すること。

名　称

凡　　例

記号

エアーモニターマイク

ステージサイドスピーカー

マイクコンセント

ＡＭ

備考

ＭＩＸ 音響調整卓

コネクタ撤去

Ｍ
２

Ｐ 電力増幅架

ＳＳ

プロセニアムスピーカーＰ

ワイヤレスアンテナ

ＳＦ ステージフロントスピーカー

Ｍ ２ フロアーマイクコンセント

撤去

撤去

撤去

撤去

撤去

撤去

撤去

撤去

×印は撤去を示す。

サブミキサー卓

録音再生機器ラック

撤去

撤去

※ケーブルのみ撤去とし配管は残置とする。



記　事

ＡＲＴ　ＳＰＡＣＥ　ＣＲＥＡＴＩＯＮ ＴＥＬ０９７９－８２－５５５４本社〒８２８－００２１福岡県豊前市大字八屋１６４８－１１

一級建築士　第１２６８７４号　　田中　孝秀

ＳＣＡＬＥ 図面番号工事名 ３階平面撤去図 Ａ－１４文化会館舞台音響設備更新工事 Ａ１＝１／１００　Ａ３＝１／２００図面名称

作図年月　令和７年２月

Ｐ

Ｐ

Ｍ
Ｉ
Ｘ

Ｐ

ＡＭ

ＡＭ

４Ｓ１２Ｆｘ３

４Ｓ１２Ｆｘ２

４Ｓ１２Ｆｘ１

４Ｓ１２Ｆｘ２

（撤去）

（撤去）

（撤去）

（撤去）

メタルモール
（撤去）

メタルモール
（撤去）

Ｌ－４Ｅ６ＡＴ－ＥＭｘ１

Ｌ－４Ｅ６ＡＴ－ＥＭｘ２

（撤去）

（撤去）

【注意事項】
　配管・配線・機器の撤去跡を補修すること。

名　称

凡　　例

記号

エアーモニターマイク

ステージサイドスピーカー

マイクコンセント

ＡＭ

備考

ＭＩＸ 音響調整卓

コネクタ撤去

Ｍ
２

Ｐ 電力増幅架

ＳＳ

プロセニアムスピーカーＰ

ワイヤレスアンテナ

ＳＦ ステージフロントスピーカー

Ｍ ２ フロアーマイクコンセント

撤去

撤去

撤去

撤去

撤去

撤去

撤去

撤去

×印は撤去を示す。

サブミキサー卓

録音再生機器ラック

撤去

撤去

※ケーブルのみ撤去とし配管は残置とする。


